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●山梨中央建設協同組合

　山梨中央建設協同組合（宮川武理事長　組合
員10社）で昨年6月より外国人技能実習生としてベ
トナムから受け入れてきた第1期の実習生7名が、こ
の度、型枠工事の技能検定2級に合格し技能実習
2号へ移行する資格を得た。
　国内の企業に配属された外国人実習生は、入国
後に技能実習1号として10ヶ月間の実務に関する

技能実習を行ってきているが、引き続き技能実習を
続けるためには、実習によって得た技能が一定水準
のレベルに達していることを証明するために検定試
験等に合格する必要がある。したがって技能実習生
として2年目以降も日本での実習を続けるためには、
1年目の技能実習1号終了時までに技能検定基礎2
級等の公的資格試験に合格し、在留資格変更許可
を受けなければならない。
　組合では、技能実習1号の終了4ヶ月前となる2月
中旬に、山梨県能力開発センターにおいて、実習生
全員の検定合格を目標に、独自の講習会を実施した。
　この講習会では、墨付け・切断・下ごしらえなど型
枠の組み立て作業を制限時間内で行えるようにす
るための実技指導と併せ、通訳を介してパワーポイ
ントを使った型枠施工の実技課題と留意点の説明、
過去問題の読解や内容の把握など学科試験対策

も強化し、7時間に及ぶ内容の濃い講習となった。
そしてフォローアップの成果が実り、2月24日の型枠
施工の技能検定試験に実習生全員が見事に合格、
2年目に向けて強い意欲を見せている。
　現在、ベトナムから2期生の受入れも始まり、3期
生の受け入れに向けた計画も進んでいる。組合で
は、受け入れを行う組合員と連携しながら、より良い
環境の中で実習生の技能習得が円滑に行えるよう
に、日々 、試行錯誤を続けている。　

●湯村温泉旅館協同組合

　湯村温泉は、開湯1200年の歴史ある温泉です。
大同3年（西暦808年）に弘法大師が東北巡行の
帰りにこの地を訪れた際、杖で地面を突くとそこか
ら温泉が湧き、これが湯村温泉の始まりと言われて
います。また、武田信玄がこの温泉で傷や疲れを癒
したとも言われている他、太宰治など多くの文学者
にも愛されていました。こうした歴史ある湯村温泉

には、県外から
も多くの観光客
が宿泊し疲れを
癒しています。
　組合では、地
域や外部団体と
の共催で「武田
の杜トレイルラン
ニング」や「湯

村ふるさとまつり」を実施し、地域活動への貢献を
通じた宿泊客の増加等にも取り組んでいます。また、
集客事業としてホームページをリニューアルし、周辺
観光情報の発信や宿泊案内等を行っています。
　その他、湯村温泉街には喫茶店や食堂もあり、温
泉に入るだけでなく温泉街を散策し楽しむ環境を整
え「歩いて楽しむ湯村温泉街」を体験してもらうた
めに「街歩きマップ」も作成し、皆様に愛される温泉
街を目指している。
　笹本理事長は、「1200年という歴史がある湯村
温泉郷、たくさんの方に愛されてきた湯村温泉をこ
れからも大切に守っていくため、組合としてイベント
等の開催やPR活動を行っていきます。今後は、温泉
郷一帯を散策しながら楽しめる街として、遊びにお
越しいただいた方に『温泉公園』のような感覚で楽
しんでもらえるような街作りを目指していきたいと

思っています。甲府駅からも近く立ち寄りやすい温
泉街なので気軽に立ち寄っていただきたいと思いま
す。是非、湯村温泉に遊びにお越しください。」と湯
村温泉街の今後の方向について語ってくれた。

New association introduction

●組合設立の経緯
　ソフトウエア開発を含む「システム開発業界」は
1990年後半から急速に成長し、インターネットが普及
した。2000年代に入るとネット関連ビジネスが増加、シ
ステム開発業界は「情報システム開発業界」へと拡大、
変化していった。そして、情報システムは、我が国の経
済活動に欠かすことのできない存在となっている。
　現在、多くの情報システム開発事業者は都市部に
集中し、人材も都市部に集まっている。しかしながら、イ
ンターネットが普及した現在、システム開発そのものは
必ずしも都市部で行う必要はなく、ネットワーク技術を

活用し組合員が相互に効果的に協力することで、地方
においても都市部と同等な成果を達成することができ
る。こうした情報環境の変化を踏まえ、都市部に一極
集中する情報システム開発業界の構造を是正し、情
報システム開発事業を地域の雇用拡大や人材の確保
につなげていくことを目的に、山梨県、鳥取県、徳島県
及び沖縄県の事業者5社により「ふるさと創生IT協同
組合」を設立した。

●組合のこれからの活動
　組合では組合員間の技術ノウハウの共有、共同で
の人材育成と技術的なスキルアップを行い、民需も含
めたソフトウエア、情報システム等開発案件等の受注
拡大をめざしている。また、受注体制を強化し官公需
適格組合証明の取得も計画しており、いずれは国や地

方公共団体等からの情報システム開発の受注も目標
としている。
　またネットワークを活かすことで地方といった地理的
な問題に左右されることなく、組合員間で連携した活
動を行うことが可能となり、適正な仕事量の確保から
地域産業の活性化につなげ雇用を拡大していくことで
地域経済の縮小や地方の人口減少を食い止め、将来
にわたり成長力を確保し、地方を創生していきたいと
のことである。

　新組合紹介新組合紹介
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3月3日創立総会が開催された。（廣瀬理事長：写真中央）

理事長／廣瀬光男（株式会社ジインズ代表取締役）
組合員／5社（山梨県・鳥取県・徳島県・沖縄県）　　
出資総額／4,000,000円

開湯1200年の｢湯村温泉郷｣

湯村温泉旅館㈿ホームページ

組み立て作業に取組む技能実習生

学科試験対策のための講習


